
主な未侵入の病害虫の解説

セグロモモ ミバエ

学 名:Bactrocera correcta(Bezzi)

英 名:guava fruit fly

本種は,タ イからイン ドにかけた南西アジアに

分布し,ミ カンコミバエと同様に多くの熱帯果実

類を加害するミバエである。我が国の国際空港で

携帯品として持ち込まれた東南アジア産輸入禁止

対象果実からも しばしば発見 されている。また,

アメ リカのカ リフォルニア州や 日本の侵入警戒調

査用 トラップでも本種が発見されたことがある。

分布 タイ,パ キスタン,イ ン ド,ス リランカ,

ネパール

寄主 フ トモモ,バ ンジロウ,マ ンゴウ,シ ナナ

ツメ,サ ポジラ,カ リッサ,カ ンキツ類,ベ ルノ

キ,ヒ マ,ピ タンガ,ビ ャクダン

形態 体長 は ミカンコ ミバエよ り1回 り小さ く

6mm程 度で,頭 部の顔面下部に黒褐色の顔紋が1

対あ り,横 長の長楕円形で通常左右の顔紋がつな

がっている。中胸背板は全体的に黒色で,灰 色の

微毛に覆われており,横 縫合線後方に2本 の黄色

縦帯がある。肩瘤と小楯板は黄色で小楯板刺毛は

1対 である。翅は全体的に透明で,前 縁帯はr2+3

脈の終点付近でとぎれ,r4+5脈 の先端に黒褐色斑

がある(本 誌第27号参照)。腹部は全体的に黄色

を呈し,第2腹 背板は後縁が帯白色,第3腹 背板

の基部中央から第5腹 背板に1本 の細い黒色縦帯

が あ る 。

生態　雌成虫は果実の表皮下に産卵管をさして数

個産卵し,孵 化した幼虫が果実の中心部に向かっ

て食害する。果実内で老熟した幼虫は果実から脱

出し,地 面に潜って蛹化する。発育に関する情報

は少ないが,植 物防疫所での輸入携帯品等で発見

される害虫の調査結果によるとタイ産のナツメや

バンジロウからは頻繁に見つかり,25℃ での幼虫

期間は7～10日,蛹 期間は10日程度である。また,

雄成虫はメチルオイゲノールに誘引される。

被害　幼虫が果実内部を食害することによって引

き起こされる。本種の寄主範囲がミカンコミバエ

と重なっているため,そ の被害程度は,は っきり

していないがフトモモやバンジロウでは本種によ

る被害が多いようである。

防除　ミカンコミバエと同様,誘 引剤のメチルオ

イゲノールによる雄除去法もあるが,マ ラソン等

の殺虫剤と蛋白加水分解物を混合した毒餌の散布

や果実への袋かけが実用的である。

輸入禁止生果実か らの発見状 況(1995年～1999年)

寄主植物 仕出国
発 見 回 数

1995年 1996年 1997年 1998年 1999年

インドナツメ タイ 1

サポジラ インドネシア 1
タイ 2 1 3 6 24

台湾 1

不明 1

サン トール シンガポール 1

タイ 1

ナツメ カンボジア 1

タイ 4 10 10 7 6
ベ トナム 1 2 3

ミャンマー 2

ラオス 1 1

不明 1
バンジロウ イン ド 1

タイ 5 6 9 11 13
ベ トナム 3 1 15 5 4

ミャンマー 2

台湾 2 1

香港 1

バンレイシ タイ 1

マンゴウ タイ 1 1 4 1 8
フ ィリピン 1

マ レーフ トモモ タイ 1
ミズレンブ ベ トナム 1
モンビン タイ 1
リュウガン ベ トナム 1

台湾 1
レイシ タイ 1

レンブ タイ 6 8 9 13 7

ベ トナム 1 1 3 2

合 計 26 29 64 52 72
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Citrus variegation virus(CVV)

英 名:citrus infectious chlorosis,infectious

variegation

本ウイルスによる病害は,1939年 にアメ リカ合

衆国のカ リフォルニア州のレモンで最初に報告さ

れた。また,本 ウイルスは,試 験的に草本植物に

伝染が確認された最初のカンキツのウイルスであ

るが,当 初は,Psorosis病 の一つと考えられてい

た。

分布:日 本 を除 くほ とん どの カンキツ栽培国。

(特にアメ リカ合衆国,オ ース トラリア,地 中海

沿岸地域)

寄主植物:シ トロン,レ モン,ス イー トオレンジ,

マンダ リン及びグレープフルーツなどのカンキツ

類。

病徴:新 葉にfleck(葉 脈 及び細脈 に沿 って生じ

る0.2～1mm幅 の退緑斑)が 現れる。この症状 は

葉が硬化するにしたが って消失 し,そ の後病名の

由来 となった斑(variegation)を 部分的 に伴った

ねじれ,ふ くれ及びしわを生 じる。

病原:本 ウイルスは,直 径26～32nmの 球形ウイ

ルスでIlarvirus属 に分類される。接木 によ り容易

に感染し,汁 液接種によりマメ科等の草本植物に

感染する。また,低 率であるが種子伝染すること

が報告されているが,媒 介昆虫等は知 られていな

い 。病原性の違いによ りCVV-1(強 系統)及 び

CVV-2(弱 系統)の2系 統 が報 告 され て い る。 ま

た他 のIlarvieus属 で あ るAsparagas virusⅡ,Cit-

rus leaf rugose virus,Elm mottle virus等 と血清

学的類縁関係がある。
かつ て,本 ウイル スは,カ ンキ ツ新 葉の 病徴 が

Psorosis病 のそ れ と類似 して いる こ とか ら,同 様

の病徴 を現 すCrinkly　 leaf,Concave　 gum,Crista-

cortis,Impietraturaと 共 に,Psorosis　 complexと

総称 され て いた 。そ の 後 の研 究 に よ り,Psorosis

病 の 病 原 は 粒 子 が 繊 維 状 で 様 々 な 形 態 を と る

Ophiovirus属 のCitrus psorosis virusと して新たに

分類 され,本 ウイルスとは異なることが明 らかに

なっている。

診断:サ サゲ,イ ンゲン,タ ヌキマメに汁液接種

を行うと,接 種葉に退緑斑点及びえそ斑点,上 葉

にモザイク,葉 脈透化及びモッ トル等が現れる。

接木検定では,シ トロン及びユー レカ レモンが好

適な指標植物であ り,接 種後6～8週 間で,葉 に

fleck,退 緑 しわ,奇 形等が現れる。いずれも,

20℃ 前後の冷涼な環境で検定を行う必要がある。

その他の診断法 として,ELISA法 やPCR法 が報

告されている。

被害:果 実に退緑斑紋及び奇形等の病徴を示すた

め品質低下をもたらし,経 済的価値が減少する。

防除:無 病健全な穂木 ・苗木を使用すると共に剪

定器具等の消毒が重要である。熱処理及び茎頂培

養等による無毒化も報告されている。
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